
第
８
第
８
号

令
和
２
年
２
月
発
行

令
和
２
年
２
月
発
行

議
会
だ
よ
り
  

議
会
だ
よ
り
  産
山
産
山

議
会
だ
よ
り
  

議
会
だ
よ
り
  産
山
産
山

議
会
だ
よ
り
  産
山

第
８
号

令
和
２
年
２
月
発
行

産
山
村
子
ど
も
議
会

　
12月

20日（
金
）産
山
学
園
９
年
生
に
よ
る
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
議
会
」
は
、
産
山
に
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
「
う
ぶ
や
ま
学
」
の
総
仕

上
げ
と
し
て
、
村
に
対
し
て
「
こ
ん
な
産
山
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
産
山
学
園
９
年
生
が
議
員
と
な

り
、
提
案
を
行
う
活
動
で
す
。

　
今
回
、
提
案
さ
れ
た
内
容
は
、
①
産
山
の
農
業
、
②
産
山
の
教
育
、
③
自
然
や
土
地
を
有
効
活
用
、

④
イ
ベ
ン
ト
の
提
案
に
つ
い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
子
ど
も
議
会
･･･････････････P１

■
第
６
回
（
10月

）
臨
時
会
議
･･･P２

■
第
７
回
（
12月

）
定
例
会
議
･･･P２

～
３

■
一
般
質
問
･････････････････P４

～
９

■
編
集
後
記
ほ
か
･････････････P10
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全会一致で可決した上程議案一覧

原案可決議案
第62号

産山村ほうれんそう学校の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決議案
第60号

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
備等に関する条例の制定について

原案可決議案
第58号

産山村消防団員の定員、任命、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
について

原案可決議案
第57号

熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更に
ついて

原案報告報告
第７号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告（令和元年度第１四半期）について

原案可決議案
第61号 産山村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

原案可決議案
第59号 産山村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

原案報告報告
第８号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告（令和元年度第2四半期）について

原案可決議案
第55号 令和元年度産山村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）について

原案可決議案
第56号 令和元年度産山村診療所特別会計歳入歳出補正予算（第２号）について

原案可決議案
第53号 令和元年度産山村国民健康保険特別会計歳入歳出補正予算（第２号）について

原案可決議案
第54号

令和元年度産山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出補正予算（第２号）に
ついて

原案可決議案
第52号 令和元年度産山村一般会計歳入歳出補正予算（第６号）について

　10月22日、本村名誉村民である髙木康先生がご逝去され、多くの村民の皆様に哀悼の意を
表していただけるよう村民葬を挙行するにあたり、10月28日に臨時議会が開催され、全会一
致にて可決されました。
　村民葬については、11月２日（土）に山鹿体育館にて執り行われ、村内外から多くの会葬
者が参列されました。
　故　髙木康先生におかれましては、これまで村の地域医療にご尽力され、本村の医療の礎
を築かれたご功績に心から感謝いたしますとともに、衷心よりご冥福をお祈りいたします。
　
○議案第50号 産山村名誉村民条例の一部を改正する条例について・・・・・・・原案可決
○議案第51号 令和元年度産山村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）について・原案可決
○同意第７号 故　髙木康　氏村葬執行に関し同意を求めることについて・・・・原案同意

　12月定例会が、９日から20日までの12日間、一般会計補正予算、特別会計補正予算、
各種条例について上程され審議がなされました。

令和元年 第６回（10月）臨時議会

令和元年 第７回（12月）定例会
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令和元年度 補正予算

会計名等 補正額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

国県補助事業費等の交付決定に伴い
予算を増減するものや施設整備によ
る補正
・有害鳥獣駆除（猪250頭、鹿130頭）
　報奨金　　　　　        5 ,050千円
・ヒゴタイ公園キャンプ村ロッジ
　等改修工事　　　　　18,785千円
・花の温泉館改修基本設計
 　　　　　　　　　　　 2,000千円
・道路新設改良事業　▲68,145千円
・里山住宅整備事業   　  6 ,200千円

・社会保障･税番号制度に伴う
　システム改修　　　　  1,176千円

・保険基盤安定負担金　　  114千円

・償還金利子　　　　　　   38千円

・在宅酸素賃借料　　    ▲370千円

一般会計（第6号）

国民健康保険特別会計（第2号）

△29,327
千円

2,064,507千円

1,074千円 245,900千円

後期高齢者医療特別会計（第2号） 117千円 23,928千円

簡易水道事業特別会計（第2号） 19千円 44,273千円

診療所特別会計（第2号） 152千円 63,742千円

令和元年度 条例改正

　　条　例
○議案第57号　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更に
　　　　　　　　ついて
　要旨　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務に、熊本県後期高齢者医療広域連合が追加
　　　　されるものです。
○議案第58号　産山村消防団員の定員、任命、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　について
　要旨　条例中第４条の欠格条項として、成年被後見人又は被保佐人を削るものです。
○議案第59号　産山村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について
　要旨　地方公務員法及び地方自治法の改正に伴い、現在産山村で雇用している一般臨時職員並び
　　　　にパートタイム職員について、給与や勤務条件等について条例を制定するものです。
○議案第60号　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
　　　　　　　　等に関する条例の制定について
　要旨　議案第59号の制定に伴い、それに付随する各種条例の改正が必要となったため、条例を制
　　　　定するものです。

○議案第61号　産山村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
　要旨　災害援護資金の支給審査会を新設するものです。
○議案第62号　産山村ほうれんそう学校の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　　ついて
　要旨　ほうれんそう学校施設の耐用年数期間後の施設利用について、追加し改正するものです。
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12月定例会 一般質問　※要約しています

井 春夫
議員

■
文
化
財
の
保
護
対
策

　

〜
文
化
財
の
適
正
管
理
や
伝
承
と
新

　

た
な
文
化
財
指
定
〜

〔
問
〕
平
成
28
年
度
に
村
の
歴
史
・
文

化
資
源
の
調
査
の
委
託
契
約
を
行
い
、

報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
文
化
財

の
指
定
年
月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い

も
の
や
推
定
樹
齢
・
樹
高
な
ど
約
30
年

前
に
調
査
し
た
時
と
同
じ
も
の
が
多
く

あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
問
う
。

〔
教
育
委
員
会
事
務
局
長
〕

　

台
帳
の
不
備
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で

あ
り
、
今
後
、
適
正
に
整
備
を
進
め
て

い
く
。

〔
問
〕
無
形
民
俗
文
化
財
の
嵯
峨
神
社

の
「
産
山
の
獅
子
舞
」
、
片
俣
の
「
盆

踊
り
」
な
ど
が
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
、

存
続
の
危
機
と
な
っ
て
い
る
が
現
状
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

〔
教
育
委
員
会
事
務
局
長
〕

　

無
形
文
化
財
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
中
に
根
ざ
し
て
い
く
よ
う
早
め

の
措
置
を
進
め
て
、
伝
承
が
速
や
か
に

行
わ
れ
て
い
く
よ
う
進
め
て
い
く
。

〔
問
〕
新
た
な
文
化
財
の
指
定
に
つ
い

て
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

〔
教
育
委
員
会
事
務
局
長
〕

　

文
化
財
保
護
委
員
と
検
討
中
で
あ
り
、

指
定
の
方
向
で
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

■
外
来
生
物
対
策

〔
問
〕
生
態
系
あ
る
い
は
農
林
業
の

人
々
の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
外
来
生
物
に
対
し
て
、
村
は
ど

ん
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
又
は
講

じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

〔
経
済
建
設
課
長
〕

　

周
辺
自
治
体
と
の
情
報
を
共
有
し
、

侵
入
初
期
で
の
徹
底
し
た
防
除
を
行
い
、

個
体
数
の
増
加
や
農
作
物
等
の
被
害
の

拡
大
を
抑
制
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
効
率

的
・
効
果
的
で
あ
る
。
ま
た
、
村
が
防

除
実
施
計
画
を
策
定
し
、
環
境
大
臣
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
今
後
、
防
除
体
制
の
構
築
、

住
民
へ
の
普
及
・
啓
発
・
情
報
提
供
等

に
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

■
集
落
統
合
問
題

〔
問
〕
小
規
模
・
高
齢
化
の
集
落
が
多

く
な
っ
て
、
担
い
手
不
足
や
従
来
の
集

落
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題

に
現
在
直
面
し
て
い
る
が
、
集
落
統
合

等
に
類
す
る
対
策
を
実
施
し
、
集
落
を

活
性
化
す
る
取
組
み
を
進
め
る
必
要
性

が
あ
る
と
思
う
が
、
村
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
村
長
〕

　

人
口
減
に
よ
り
、
消
滅
す
る
集
落
も

出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
集
落
の
再
編
は
か
な
り
難
し
い

問
題
と
考
え
て
い
る
が
、
十
分
に
検
討

し
な
が
ら
、
村
も
地
域
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
、
支
援
が
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
村
民
の
知
恵
も
借
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

■
森
林
管
理
問
題

〔
問
〕
本
年
４
月
森
林
経
営
管
理
法
が

ス
タ
ー
ト
し
、
ど
う
す
れ
ば
日
本
の
森

を
危
機
的
状
況
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き

る
か
を
考
え
る
法
律
だ
が
、
本
村
で
も

山
林
所
有
者
を
特
定
す
る
の
が
困
難
と

思
わ
れ
る
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

〔
経
済
建
設
課
長
〕

　

本
村
の
森
林
の
う
ち
81
％
が
村
内
在

住
者
、
19
％
が
村
外
在
住
者
の
所
有
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
森
林
専
門

員
を
雇
用
し
、
現
況
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
、
登
記

面
・
相
続
面
、
所
有
者
の
把
握
を
行
い
、

対
策
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

〔
問
〕
今
後
、
村
と
し
て
は
意
欲
と
能

力
の
あ
る
林
業
経
営
者
あ
る
い
は
素
材

生
産
業
者
等
の
担
い
手
の
確
保
を
含
め
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

〔
経
済
建
設
課
長
〕

　

熊
本
県
の
林
業
経
営
者
あ
る
い
は
素

材
生
産
業
者
等
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
施

業
す
る
者
を
選
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
う
。
そ
の
際
、
不
足
の
事

業
費
等
が
出
て
く
れ
ば
、
森
林
環
境
譲

与
税
か
ら
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
う
。

文
化
財
の
保
護
対
策
・
外
来
生
物
対
策
・
集
落
統
合
問
題
・
森
林
管
理
問
題
に
つ
い
て

アライグマ

ハクビシンオオキンケイギク

オオハンゴウソウ

森
林
経
営
管
理
法
と
は

（
平
成
31
年
４
月
施
行
）

　

適
切
な
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
森
林
の
経
営
管
理
を
、
意

欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
に

集
積
・
集
約
す
る
か
、
そ
れ
が
で

き
な
い
場
合
は
経
営
管
理
を
市
町

村
が
行
う
こ
と
で
森
林
経
営
管
理

を
確
保
し
て
、
林
業
と
森
林
の
適

切
な
管
理
の
両
立
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
新
た
な
制
度
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12月定例会 一般質問　※要約しています

白石 巖
議員

■
第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
う
ぶ
や
ま

　

経
営
状
況
報
告

〔
問
〕
今
期
の
「
㈱
う
ぶ
や
ま
」
の
経

営
状
況
報
告
に
関
し
て
、
出
資
法
人
へ

の
関
与
に
関
す
る
条
例
で
は
四
半
期
ご

と
に
経
営
報
告
す
る
よ
う
に
制
定
さ
れ

て
い
る
。

　

現
時
点
で
第
１
期
、
第
２
期
の
報
告

が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
は
も
う

第
３
期
の
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
中

で
何
の
報
告
も
説
明
も
な
い
。
条
例
に

違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
尋
ね

る
。

〔
村
長
〕

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
に
つ
い
て
は
、

四
半
期
ご
と
の
経
営
状
況
の
報
告
が
条

例
で
規
定
さ
れ
、
議
会
に
報
告
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
期
も
第
２
四

半
期
を
過
ぎ
て
、
議
会
へ
の
報
告
が
で

き
な
い
状
況
を
大
変
ご
心
配
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
。

〔
企
画
振
興
課
長
〕

　

報
告
が
遅
れ
た
原
因
と
し
て
、
経
理

を
担
当
し
て
い
た
職
員
２
名
が
退
職
、

６
月
に
は
、
前
支
配
人
が
退
職
し
、
経

営
状
況
を
ま
と
め
き
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
や
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
よ
り

体
制
も
整
っ
て
お
ら
ず
経
理
事
務
が
滞

り
、
経
営
状
況
の
報
告
が
遅
れ
た
。

　

現
在
、
経
理
担
当
を
採
用
し
、
会
計

事
務
所
と
協
力
し
て
資
料
の
作
成
を

行
っ
て
い
る
。

　

現
時
点
ま
で
に
報
告
、
説
明
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

〔
問
〕
い
か
な
る
状
況
に
あ
っ
て
も
対

応
し
て
条
例
を
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
条
例
に
制
定
さ
れ
た
内
容
を
報

告
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
正
式
な

書
面
に
て
議
会
へ
の
説
明
は
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
「
㈱
う
ぶ
や
ま
」
に
と
っ
て

こ
の
上
半
期
は
一
番
重
要
な
期
間
で
あ

る
が
、
売
上
高
、
営
業
利
益
、
経
常
利

益
が
不
透
明
な
状
態
で
あ
る
。
早
急
に

提
出
す
べ
き
だ
。

〔
村
長
〕

　

様
々
な
事
情
が
あ
っ
た
が
今
定
例
議

会
中
に
報
告
を
し
た
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
う
ぶ
や
ま
に
つ
い
て
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12月定例会 一般質問　※要約しています
■
花
の
温
泉
館
改
修
と
進
行
状
況
に
つ

　

い
て

〔
問
〕
花
の
温
泉
館
改
修
と
進
行
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

〔
村
長
〕

　

今
回
、
概
略
設
計
の
予
算
を
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
可
決
後

は
議
員
の
皆
さ
ん
と
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
改
修
案
が
ま
と
ま
れ
ば
来
年
度

予
算
に
計
上
し
て
い
き
た
い
。

■
道
路
工
事
、
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

告
知
に
つ
い
て

〔
問
〕
お
知
ら
せ
端
末
で
文
章
の
み
の

連
絡
だ
け
で
は
な
く
、
く
わ
し
い
絵
や

地
図
の
添
付
は
で
き
な
い
も
の
か
。

〔
総
務
課
長
〕

　

お
知
ら
せ
端
末
の
画
面
サ
イ
ズ
が
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、
で
き
る
範
囲
で
地

図
等
を
添
付
し
た
い
。

■
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

〔
問
〕
子
ど
も
の
登
下
校
や
不
審
者
の

犯
罪
防
止
に
伴
い
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
る
中
で
、
そ

の
設
置
状
況
を
問
う
。

〔
教
育
長
〕

　

教
育
関
係
は
、
う
ぶ
や
ま
保
育
園
に

４
台
、
産
山
学
園
に
２
台
の
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
不
審
者
等
へ
の
犯
罪
防

止
・
抑
制
に
は
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

〔
総
務
課
長
〕

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
、
現
在

役
場
に
２
台
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
防

犯
を
考
え
る
と
足
り
て
い
な
い
と
考
え

る
。

そ
の
た
め
、
防
犯
・
防
災
の
カ
メ
ラ
設

置
に
向
け
た
構
想
を
練
っ
て
い
る
段
階

で
、
現
段
階
で
は
防
犯
用
６
箇
所
、
防

災
用
６
箇
所
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

村
の
防
犯
・
防
災
を
考
え
る
と
足
り

な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
村
内
の
設
置

場
所
を
協
議
し
な
が
ら
、
今
後
計
画
的

に
整
備
し
て
い
く
。

花
の
温
泉
館
・
お
知
ら
せ
端
末
・
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

井 芳美
議員

産
山
学
園
通
学
風
景

現
在
、
登
校
時
に
先
生
や
交
通
安
全
指
導
員

に
よ
る
見
守
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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12月定例会 一般質問　※要約しています

渡辺 裕文
議員

■
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

〔
問
〕
村
の
人
口
は
昭
和
30
年
頃
の
３
，

３
９
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。

人
口
減
少
が
進
む
と
地
方
交
付
税
も
減

少
す
る
。

　

産
山
学
園
を
卒
業
し
、
進
学
等
で
村

外
に
出
る
が
、
後
継
者
も
し
く
は
村
内

の
企
業
に
就
職
し
て
産
山
村
に
毎
年

戻
っ
て
く
れ
れ
ば
何
と
か
な
る
と
思
う

が
、
就
職
先
と
し
て
役
場
を
選
択
す
る

方
が
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
「
う
ぶ
や

ま
学
」
等
を
学
び
、
産
山
村
で
頑
張
ろ

う
と
産
山
村
役
場
に
就
職
し
よ
う
と
思

う
方
が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
村

長
は
職
員
募
集
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

〔
村
長
〕

　

村
内
出
身
の
役
場
の
受
験
希
望
者
が

少
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

民
間
の
好
景
気
・
好
待
遇
な
ど
、
諸

条
件
の
違
い
が
あ
る
中
、
産
山
村
だ
け

で
な
く
阿
蘇
地
域
の
自
治
体
も
同
様
だ

と
聞
い
て
い
る
。
村
に
対
し
て
の
魅
力

や
帰
り
た
く
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る

だ
ろ
う
し
、
村
外
に
住
む
機
会
も
増
え

諸
条
件
も
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

な
お
、
詳
細
な
調
査
は
し
て
い
な
い
。

〔
問
〕
「
う
ぶ
や
ま
学
」
等
で
地
域
の

こ
と
を
理
解
し
学
び
、
村
で
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
村
に
就
職
す
る
の
を
、
個

人
の
事
情
も
あ
る
と
思
う
が
、
期
待
し

た
い
。

　

人
口
減
少
対
策
だ
が
、
今
ま
で
移
住

定
住
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
か
。

〔
企
画
振
興
課
長
〕

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
定
住
の

専
用
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

　

移
住
希
望
者
に
お
試
し
住
宅
で
体
験

し
て
も
ら
い
、
気
に
入
っ
た
ら
住
ん
で

い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
空
き
家
住
宅
を
整
備
し
、
移

住
者
に
提
供
し
て
い
る
。

〔
問
〕
移
住
定
住
希
望
者
に
優
遇
策
と

し
て
、
大
蘇
ダ
ム
の
原
石
山
跡
地
を
宅

地
と
し
て
整
備
し
、
諸
条
件
を
設
定
し

て
無
償
譲
渡
・
貸
与
等
を
考
え
た
ら
ど

う
か
。

〔
村
長
〕

　

移
住
定
住
対
策
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
い
ろ
ん
な
形
で
移
住
定
住
促
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
多
く
の
方
々
が
住

ん
で
い
る
実
態
も
あ
る
。

　

原
石
山
跡
地
は
、
土
地
開
発
基
金
の

財
産
で
あ
り
、
必
要
な
条
件
が
あ
る
。

　

来
年
度
、
住
宅
の
整
備
は
や
っ
て
い

き
た
い
が
、
優
遇
措
置
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

〔
経
済
建
設
課
長
〕

　

原
石
山
用
地
は
、
村
の
土
地
開
発
基

金
の
財
産
と
な
っ
て
お
り
、
「
公
用
も

し
く
は
公
共
用
に
供
す
る
土
地
又
は
公

共
の
利
益
の
た
め
に
取
得
す
る
必
要
な

土
地
」
と
の
条
件
が
あ
り
、
無
償
譲

渡
・
貸
与
は
難
し
い
。

　

そ
の
た
め
、
村
営
住
宅
と
し
て
建
設

し
、
管
理
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

原
石
山
跡
地



2020（令和２年２月）産山議会だより 8

安心見守りセンサー

南
部
公
民
館
の
桜
並
木

12月定例会 一般質問　※要約しています

城本 俊成
議員

■
人
口
減
に
伴
う
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン

〔
問
〕
人
口
減
少
に
伴
い
、
財
政
規
模

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
ま
た
、
諸
問

題
は
あ
る
か
。
予
想
で
は
あ
る
が
尋
ね

る
。

〔
総
務
課
長
〕

　

歳
入
に
つ
い
て
、
人
口
減
に
伴
い
、

税
収
入
と
地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
、

令
和
10
年
度
は
本
年
度
比
較
で
財
政
規

模
は
約
２
億
円
縮
小
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
歳
出
は
、
公
共
施
設
の
維
持
管

理
費
や
公
債
費
の
増
加
な
ど
、
財
政
運

営
は
厳
し
い
舵
取
り
と
な
り
、
基
金
も

大
幅
な
取
り
崩
し
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て

は
、
い
く
ら
財
政
が
縮
小
し
て
も
、
こ

の
部
分
は
絶
対
に
大
き
く
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。
今
後
も
財
政
運
営
に
は
厳
し

く
歳
出
を
見
な
が
ら
運
営
し
て
い
き
た
い
。

〔
問
〕
永
続
的
に
維
持
管
理
費
が
か
か

る
、
ま
た
補
助
が
か
か
っ
て
い
く
、
大

型
の
投
資
は
慎
重
に
考
え
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

〔
村
長
〕

　

人
口
減
少
、
財
政
規
模
が
小
さ
く
な

る
状
況
の
中
で
、
今
あ
る
も
の
を
ど
う

利
用
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
一
番

大
切
で
あ
り
、
新
た
に
い
ろ
ん
な
も
の

を
つ
く
る
と
い
う
の
は
、
十
分
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
婚
活
事
業

〔
問
〕
20
代
か
ら
40
代
の
未
婚
者
が
１

５
０
名
い
る
。
今
年
の
婚
活
事
業
の
案

内
、
実
施
状
況
を
尋
ね
る
。

〔
企
画
振
興
課
長
〕

　

11
月
30
日
と
12
月
１
日
の
２
日
に
分

け
、
事
業
主
体
を
商
工
会
で
実
施
し
た
。

男
女
25
歳
〜
45
歳
を
対
象
に
、
大
分
合

同
新
聞
、
熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
村
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し

て
募
集
し
、
女
性
６
名
、
男
性
７
名
の

参
加
が
あ
り
、
数
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成

立
し
た
。

〔
問
〕
エ
ン
ト
リ
ー
が
少
な
い
。

　

世
代
を
分
け
て
案
内
し
た
り
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
、
夏
冬
年
２
回
等

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
は
。

〔
企
画
振
興
課
長
〕

　

確
か
に
年
１
回
で
は
広
い
世
代
を
案

内
す
る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

来
年
度
か
ら
い
ろ
い
ろ
試
し
て
い
き
た

い
。

■
独
居
、
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
に

　

つ
い
て

〔
問
〕
６
月
に
独
居
、
高
齢
者
世
帯
の

見
守
り
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
、
半
年
が

経
過
し
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
見
守

り
の
考
え
方
が
で
き
た
か
尋
ね
る
。

〔
健
康
福
祉
課
長
〕

　

産
山
村
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軸

に
、
社
協
の
牛
乳
配
達
の
見
守
り
、
民

生
委
員
の
訪
問
、
健
康
福
祉
課
職
員
が

独
居
・
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
安
否
確

認
を
し
て
い
る
。

　

安
心
見
守
り
セ
ン
サ
ー
は
、
現
在
22

件
と
設
置
台
数
が
伸
び
て
い
な
い
の
で
、

設
置
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
。

〔
問
〕
安
心
見
守
り
セ
ン
サ
ー
を
設
置

設
す
る
場
合
に
は
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
の

初
期
投
資
と
月
々
の
経
費
は
ど
う
な
る

か
。

〔
健
康
福
祉
課
長
〕

　

通
常
の
場
合
、
役
場
職
員
が
設
置
し

に
行
っ
て
、
環
境
を
整
え
れ
ば
、
無
料
。

た
だ
し
ａ
ｕ
携
帯
電
話
が
受
信
で
き
な

い
場
合
、
受
信
ア
ン
テ
ナ
設
置
費
用
と

し
て
３
，
０
０
０
円
の
料
金
が
か
か
る
。

■
て
ん
ぐ
巣
病

〔
問
〕
公
民
館
周
り
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

桜
の
て
ん
ぐ
巣
病
が
目
立
っ
て
い
る
。

対
応
策
は
考
え
て
い
な
い
か
。

〔
教
育
委
員
会
事
務
局
長
〕

　

て
ん
ぐ
巣
病
は
、
一
般
的
に
は
薬
剤

散
布
な
ど
の
薬
が
効
か
ず
、
造
園
業
者

等
に
依
頼
し
、
除
去
・
除
却
等
を
行
っ

て
い
る
。
３
月
補
正
、
ま
た
当
初
予
算

で
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

人
口
減
に
伴
う
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
婚
活
事
業
・
高
齢
者
見
守
り
・

て
ん
ぐ
巣
病
に
つ
い
て
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12月定例会 一般質問　※要約しています

西村 直樹
議員

■
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

〔
問
〕
現
在
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
が
定
員
不
足
の
た
め
、
役
場
職
員
が

応
援
に
毎
日
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

　

職
場
の
労
働
環
境
、
給
与
等
な
ど

様
々
な
要
素
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
の

状
況
を
職
員
の
方
に
話
を
聞
い
た
り
、

意
見
な
ど
集
約
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
役
場
職
員
が
応
援
に
行
く
と

い
う
体
制
が
本
当
に
い
い
の
か
、
疑
問

が
あ
る
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く

の
か
問
う
。

〔
村
長
〕

　

３
月
末
で
１
人
辞
め
ら
れ
、
１
人
足

り
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
、
働
く
環
境
や
給
与
体
系
条
件

な
ど
、
待
遇
の
改
善
も
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
教
育
長
〕

　

近
隣
町
村
の
同
規
模
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
い
ず
れ
も
調
理
員
は
４
名
体

制
で
あ
る
。
本
村
で
も
、
調
理
員
数
は
、

少
な
く
と
も
３
名
、
で
き
れ
ば
４
名
の

体
制
に
す
る
べ
く
、
４
月
以
降
、
随
時

募
集
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て

も
、
募
集
を
行
う
。
そ
れ
で
も
見
つ
か

ら
な
い
場
合
は
、
人
材
派
遣
会
社
へ
の

委
託
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
役
場
職
員
の
応
援
体
制
で
あ

る
が
事
務
職
員
が
交
替
で
毎
日
１
名
が

応
援
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
、
本
来

の
職
務
は
時
間
外
あ
る
い
は
休
日
を
返

上
し
て
や
っ
て
い
る
。
職
員
や
現
場
の

調
理
師
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
強
い
て
い

る
こ
と
に
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
報
告

○
10
月
31
日
（
木
）

　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
本
村
選
出
の
西
村
直
樹
議
員
、
井

芳
美
議
員
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

「
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
」
他
７
議
案
が
審
議
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
井
芳
美
議
員
が

「
阿
蘇
み
や
ま
荘
の
老
朽
化
に
伴
う
改

修
計
画
」
及
び
「
救
急
救
命
士
の
産
山

波
野
分
駐
所
の
配
属
」
に
つ
い
て
問
い

ま
し
た
。

○
12
月
19
日
（
木
）

　

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
本
村
選
出
の
西
村
直
樹
議
員
、
井

芳
美
議
員
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

「
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
」
他
６
議
案
が
審
議
さ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
１
月
22
〜
24
日

　

阿
蘇
広
域
行
政
組
合
議
員
研
修
が
行

わ
れ
、
香
川
県
三
豊
市
、
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
化
セ
ン
タ
ー
及
び
山
口
県
岩
国
市

サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
視

察
を
し
ま
し
た
。

　

三
豊
市
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
み
を
焼
却
せ
ず
微
生
物

に
よ
り
ご
み
を
発
酵
さ
せ
て
分
解
処
理

し
、
固
形
燃
料
と
し
て
処
理
し
、
製
紙

会
社
で
石
炭
の
代
替
え
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
は
民
間
企
業
に

よ
る
運
営
で
し
た
。

　

岩
国
市
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
市
が
運
営
す
る
施
設
で
焼
却

に
伴
う
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
さ

せ
、
施
設
の
電
力
や
電
力
会
社
に
送
電

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
を
燃
や
し
た
後
の
灰
に

つ
い
て
は
、
セ
メ
ン
ト
原
料
化
施
設
へ

送
り
、
有
効
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
に
お
い
て
、
今
後
予
想

さ
れ
る
阿
蘇
広
域
行
政
組
合
の
ご
み
処

理
に
つ
い
て
、
費
用
を
抑
え
な
が
ら
効

率
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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編
集
後
記

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
き
な
災
害
に
も

あ
わ
ず
平
穏
な
年
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本

年
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
村

民
の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
議
員
一
同
一
丸
と
な
っ

て
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
昨
年
に

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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阿蘇市町村議会議員研修会・市町村議員スポーツ大会
　10月29日（火）、本村山鹿体育館にて、阿蘇市町村議員研修会が開催されました。
この研修は、毎年各市町村持ち回りで行なわれており、本年度は本村が開催地となりました。

　午後からうぶやま牧場にてスポーツ大会が行われ、本村の西村議員が選手宣誓を行い、議員間の交流を
行うとともに、チーム一丸となってプレーすることを宣誓しました。

10月29日
11月６日
11月７～８日
11月12日

11月12～14日

11月17日
11月21日
11月24日
12月３日
12月９～20日
１月９日
１月11日
１月22～24日

阿蘇市町村議員研修・市町村議員スポーツ大会
熊本県議長会監事会
阿蘇市町村議長・副議長･議会事務局長研修
阿蘇町村議長会総会
第63回町村議会議長全国大会・県関係国会議員への
要望・意見交換会
中九州横断道路　竹田阿蘇道路　中心杭打ち式
町村議会広報研修会
産山村防災訓練
議会運営委員会
令和元年第７回　定例会
阿蘇市町村議長会総会
産山村消防団出初式
阿蘇広域行政組合議員研修会

産山村
熊本市
宮崎県
西原村

東　京

竹田市
熊本市
産山村
産山村
産山村
阿蘇市
産山村
香川県・山口県

議員全員
議長
議長、副議長
議長

議長

議長
議会広報委員４名
議長
議会運営委員４名
議員全員
議長
議員全員
広域行政議員２名

主な議会活動
月　日 内　容 場　所 参加者


